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中
国
研
究
集
刊
生
号
（
総
四
十
七
号
）
平
成
二
十
年
十
二
月
一
〇
九

I
-
―
七
頁

中
国
哲
学
史
研
究
ノ
ー
ト

（
一
）
盗
作
問
題
の
そ
の
後

先
般
、
本
ノ
ー
ト
〔
八
〕
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
四
十
四
号
、

0
0
七
年
十
二
月
）
に
お
い
て
、
山
田
史
生
盗
作
問
題
に
つ
い

て
述
べ
た
が
、
そ
の
後
、
『
産
経
新
聞
』
平
成
十
九
年
十
二
月
四
日

付
関
東
版
朝
刊
•
十
二
月
二
十
二
日
付
関
西
版
夕
刊
に
そ
の
こ
と

が
報
道
さ
れ
た
。

そ
の
記
事
が
登
載
さ
れ
た
あ
と
、
筑
摩
書
房
か
ら
正
式
に
私
に

面
会
し
た
い
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
の
で
、
十
二
月
十
八
日
午
後
、

筑
摩
書
房
側
三
人
と
山
田
本
人
の
計
四
人
が
拙
宅
を
訪
れ
謝
罪
し

た
。
そ
し
て
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
筑
摩
側
か
ら
提
示
し
た
案

に
対
し
て
、
私
は
追
っ
て
当
方
か
ら
連
絡
す
る
と
し
て
、
即
答
を

避
け
た
。

会
談
終
了
後
、
タ
ク
シ
ー
を
呼
ん
だ
。
儀
礼
上
、
四
人
と
と
も

に
私
は
拙
宅
前
の
道
路
に
出
た
。
す
で
に
待
っ
て
い
た
タ
ク
シ
ー

〔九〕

に
、
な
ん
と
、
私
に
は
な
ん
の
こ
と
ば
も
な
く
、
真
先
に
山
田
本

人
が
乗
っ
た
。
筑
摩
側
は
、
最
高
責
任
者
（
山
野
浩
一
•
取
締
役
）

は
さ
す
が
に
私
に
謝
罪
・
謝
礼
を
再
言
し
て
か
ら
、
最
後
に
乗
っ

た。
人
間
の
行
動
は
心
の
表
現
で
あ
る
。
な
ん
の
こ
と
ば
も
な
く
、

し
か
も
真
先
に
乗
る
神
経
の
鈍
感
さ
に
、
私
は
非
常
に
不
愉
快
で

あ
っ
た
。
許
さ
ぬ
、
と
心
に
定
め
た
。

年
が
明
け
て
、
私
は
下
記
の
よ
う
な
通
告
を
し
た
。

は
裁
判
を
想
定
し
、
手
続
き
や
証
拠
の
た
め
で
あ
る
。

最
終
的
に

径
啓
。
山
田
史
生
（
以
下
、

Y
と
略
記
）
著
『
寝
床
で
読
む
『
論

語
』
』
（
以
下
、

N
と
略
記
）
に
つ
き
ま
し
て
の
先
月
十
八
日
に

貴
台
が
提
示
さ
れ
た
案
に
対
し
ま
し
て
、
熟
考
の
結
果
、
次
の

よ
う
に
申
し
入
れ
ま
す
。

加

地

伸

行

(109) 



N
の
絶
版
を
求
め
ま
す
。

貴
台
（
取
締
役
と
し
て
と
発
言
さ
れ
貴
社
の
意
志
で
あ
る

こ
と
を
明
言
さ
れ
ま
し
た
）
は
、

N
の
次
刷
の
折
、
参
考
文

献
名
を
記
し
、
そ
の
中
に
拙
著
（
講
談
社
文
庫
本
）
も
挙
げ

「
君
子
・
小
人
」
の
訳
語
は
同
著
に
拠
る
こ
と
を
記
す
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
万
引
き
し
て

発
覚
し
た
あ
と
、
元
に
も
ど
せ
ば
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
が
ご

と
き
態
度
で
あ
っ
て
、
私
と
し
ま
し
て
は
承
服
で
き
ま
せ
ん
。

②
私
が
購
入
し
ま
し
た

N
は
、
四
月
五
日
付
六
刷
本
で
す
。

そ
の
後
、
五
月
二
十
八
日
付
で

Y
の
書
状
が
届
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
書
状
に
は
、
「
で
は

N
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

す
る
か
」
と
い
う
こ
と
は
一
切
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

の
み
な
ら
ず
、

N
は
八
月
十
五
日
付
七
刷
が
な
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
八
月
印
刷
な
ら
ば
、
少
く
と
も
七
月
に
は
貴
社
か
ら

Y
へ
通
知
が
あ
る
は
ず
で
す
。
す
な
わ
ち
、

Y
は
N
に
つ
い

て
従
前
通
り
に
刊
行
し
て
ゆ
く
と
い
う
意
思
の
現
わ
れ
で
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
十
一
月
下
旬
の
『
中
国
研
究
集
刊
』
刊
行

＊
 

に
至
る
ま
で
、
私
へ
の
一
切
の
連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
極
め
て
悪
質
な
態
度
で
あ
り
、

Y
を
許
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
産
経
新
聞
社
か
ら
の
取
材
に
お
い
て
、

Y
は
な
ん
ら

謝
罪
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
「
遺
憾
」
と
は
、
自
己
以
外
の
人

①
 

や
事
件
に
対
し
て
「
残
念
」
と
い
う
意
味
で
使
う
国
語
で
あ

ひ

と

ご

と

り
、
謝
罪
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
こ
と
に
他
人
事
と
し
て
し

＊
＊
 

か
受
け
と
め
て
お
り
ま
せ
ん
。

＊
も
ち
ろ
ん
今
に
至
る
も
あ
り
ま
せ
ん
(
+
二
月
十
八
日
以
外
）
。

＊
＊
十
二
月
十
八
日
当
日
も
、
も
ぞ
も
ぞ
と
小
さ
な
声
で
何
か
を
言

う
だ
け
で
、
謝
罪
の
こ
と
ば
は
正
式
に
申
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

③
右
の
①
・
②
に
つ
き
ま
し
て
、
こ
の
月
末
ま
で
に
、
文

書
に
て
の
御
回
書
を
求
め
ま
す
。
私
は
催
促
は
い
た
し
ま
せ

ん
の
で
、
月
内
に
御
回
書
な
き
と
き
は
、
私
の
申
入
れ
の
拒

否
で
あ
る
と
理
解
い
た
し
ま
す
。
当
然
、
そ
れ
以
後
は
、
貴

社
と
は
関
わ
り
な
く
私
は
独
自
の
行
動
を
取
り
ま
す
。
以
上
°

一
月
三
日
付
産
経
新
聞
「
正
論
」
欄
に
拙
稿
が
載
っ
て
お

り
ま
す
。
今
回
の
事
件
に
つ
き
ま
し
て
略
記
し
て
お
り
ま

す

。

そ

れ

も

御

高

覧

く

だ

さ

い

。

不

乙

。

平
成
二
十
年
一
月
十
日

山
野
浩
一
様

こ
の
あ
と
、
数
回
の
往
復
協
議
が
あ
り
、
最
終
合
意
と
し
て
筑

摩
書
房
P

R
誌

の

く

ま

』

二

0
0
八
年
四
月
号
、
第
四
四
五

加
地
伸
行
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号
（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
発
行
）
に
、

載
さ
れ
た
（
同
誌
八

0
頁）。

山
田
史
生
著
『
寝
床
で
読
む
「
論
語
」
—
|
こ
れ
が
凡
人
の

生
き
る
道
』
（
ち
く
ま
新
書
）
を
、
本
年
一
月
三
十
一
日
付
を
も

っ
て
、
絶
版
と
い
た
し
ま
し
た
。

本
書
は
、
平
成
十
八
年
十
月
に
第
一
刷
を
発
行
し
ま
し
た
が
、

昨
年
、
大
阪
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る
加
地
伸
行
氏
よ
り
、
本
文

中
の
訳
語
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
ご
批
判
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

加
地
氏
は
、
平
成
十
六
年
三
月
に
、
『
論
語
全
訳
注
』
（
講
談

社
学
術
文
庫
）
を
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
「
君
子
」
「
小

人
」
と
い
う
、
解
釈
の
根
幹
に
か
か
わ
る
語
が
、
熟
考
・
苦
心

の
末
、
そ
れ
ぞ
れ
「
教
養
人
」
「
知
識
人
」
と
独
創
的
に
訳
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
該
新
書
は
、
そ
の
成
果
に
拠
り
な
が
ら
、
同

様
に
「
教
養
（
の
）
あ
る
人
間
」
「
知
識
（
の
）
あ
る
人
間
」
と

い
う
訳
語
を
用
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
旨
を
本
文
中
あ

る
い
は
巻
末
に
明
記
せ
ず
、
加
地
氏
の
研
鑽
と
独
創
に
対
す
る

敬
意
な
ら
び
に
配
慮
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
加
地
氏
よ
り
強
い
抗
議
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
阪
大
学
中
国
学
会
編
輯
•
発
行
の

お
詫
び
と
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
な
文
面
が
登

日

山
田
史
生

筑
摩
書
房

『
中
国
研
究
集
刊
』
第
四
十
四
号
（
平
成
十
九
年
十
二
月
刊
）

に
、
加
地
氏
ご
自
身
に
よ
る
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
山
田
史
生
、
筑
摩
書
房
お
よ
び
加
地
伸
行
氏
の
一
―

者
で
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
書
を
絶
版
と

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
お
知
ら
せ
申
し
上

げ
ま
す
。
加
地
氏
に
は
、
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

こ
と
を
、
誌
面
を
借
り
て
あ
ら
た
め
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
、
先
行
研
究
へ
の
敬
意
を
失
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

十
分
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
執
筆
・
編
集
作
業
に
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
三
月

以
上
が
そ
の
後
の
経
緯
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
で
こ
の
問
題
が
終
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

あ
る
。

二
点

第
一
点
は
、
山
田
史
生
自
身
の
道
徳
的
責
任
で
あ
る
。
そ
れ
は

二
方
向
あ
る
。
一
方
向
は
、
も
ち
ろ
ん
自
己
の
良
心
に
向
っ
て
で

あ
り
、
さ
ら
に
は
、
研
究
者
と
し
て
の
在
り
か
た
と
い
う
自
省
で

あ
る
。
ふ
つ
う
な
ら
ば
、
当
分
、
筆
を
折
り
謹
慎
す
る
。
そ
し
て

(111) 



汚
名
を
雪
ぐ
よ
う
な
堅
実
な
学
術

自
省
の
中
で
研
究
に
専
念
し
、

論
文
を
書
く
。

も
う
―
つ
の
方
向
は
、
勤
務
先
で
あ
る
弘
前
大
学
な
ら
び
に
教

育
学
部
に
対
す
る
自
己
申
告
と
謹
慎
と
で
あ
る
。
学
生
指
導
に
お

い
て
、
も
し
学
生
が
卒
業
論
文
等
に
お
い
て
盗
作
を
し
た
場
合
、

ど
う
す
る
の
か
。
盗
作
者
が
、
盗
作
し
た
学
生
に
対
し
て
、
盗
作

は
い
け
な
い
と
指
導
す
る
の
か
。

盗
作
に
時
効
は
な
い
。
私
は
筑
摩
書
房
と
出
版
物
と
に
関
し
て

一
定
の
共
同
諒
解
は
し
た
が
、
弘
前
大
学
に
対
し
て
山
田
史
生
問

題
に
つ
い
て
の
抗
議
等
の
権
利
は
、
ま
だ
保
留
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
で
終
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
い
ざ
と
な
れ
ば
、
弘
前

大
学
学
長
な
ら
び
に
教
育
学
部
長
に
対
し
て
、
教
員
の
道
徳
性
に

対
す
る
調
査
要
求
を
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
も
し
そ
れ
を
拒
否
や

無
視
を
す
る
な
ら
ば
、
私
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
徹
底
的
に

指
弾
す
る
覚
悟
で
あ
る
。

こ
の
二
方
向
に
つ
い
て
、
本
人
は
果
し
て
分
っ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

聞
く
と
こ
ろ
に
依
れ
ば
、
こ
の
四
月
の
謝
罪
表
明
の
あ
と
、
彼

は
七
月
一
日
刊
『
脱
世
間
の
す
す
め

i
漢
文
に
学
ぶ
も
う
少
し

楽
に
生
き
る
ヒ
ン
ト
』
（
祥
伝
社
）
・
七
月
十
五
日
刊
『
門
無
き
門

よ
り
入
れ
—
ー
精
読
「
無
門
関
」
』
（
大
蔵
出
版
）
と
の
こ
と
。

な
に
も
分
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

四
月
二
十
八
日

こ
の
人
、
東
北
大
学
出
身
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
同
大
学
は
い

っ
た
い
ど
う
い
う
心
構
え
を
教
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
弘

前
大
学
教
育
学
部
と
は
ど
う
い
う
研
究
・
教
育
環
境
な
の
で
あ
ろ

ヽ
~
゜

うっカ第
二
点
は
、
一
般
論
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
今
回
の
盗
作
問
題

は
、
研
究
者
の
在
り
か
た
と
は
何
か
と
い
う
問
題
を
投
げ
か
け
て

い
る
。石

黒
武
彦
氏
の
「
科
学
論
文
を
め
ぐ
る
不
正
」
（
二

0
0
七
年
一

月
二
十
七
日
の
同
志
社
大
学
ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
究
会

に
お
け
る
発
表
時
の
資
料
）
に
依
れ
ば
、
二

0
0
六
年
の
一
年
間

に
お
い
て
、
新
聞
紙
上
、
次
の
よ
う
な
不
正
が
報
道
さ
れ
た
と
言

{
ノ

三
月
一

十
日

二
月
二
十
八
日

一
月
十
一
日

一
月
十
六
日

ソ
ウ
ル
大
黄
教
授
の
論
文
捏
造
。

阪
大
医
学
系
の
不
正
論
文
に
よ
り
指
導
責

任
者
の
教
授
二
名
の
懲
戒
停
職
。

業
者
か
ら
の
不
正
資
金
を
得
た
こ
と
に
よ

り
京
大
医
学
系
の
教
授
を
懲
戒
解
雇
。

東
大
工
学
系
の
論
文
不
正
疑
惑
。
調
査
委

員
会
が
「
論
文
の
信
頼
性
な
し
」
と
最
終

報
告
。

神
大
工
学
系
教
授
が
特
許
出
願
に
捏
造
を

(112) 



九
月
二
十
一
日

使
用
。
七
月
に
訓
告
。

早
大
理
工
系
教
授
が
国
の
研
究
費
を
不
正

使
用
（
例
え
ば
九
百
万
円
を
投
資
信
託
で

運
用
）
。
停
職
処
分
後
に
辞
職
。

前
条
教
授
の
論
文
疑
惑
の
調
査
報
告
は
「
捏

造
は
な
か
っ
た
が
信
頼
性
は
不
十
分
」
。

国
立
感
染
研
の
論
文
に
お
い
て
サ
ル
で
の

有
効
性
の
証
明
に
誤
り
。

山
形
大
医
学
部
教
授
が
論
文
を
捏
造
。
談

合
事
件
に
も
関
与
し
た
の
で
懲
戒
解
雇
。

阪
大
医
系
教
授
ら
論
文
撤
回
（
論
文
責
任

者
が
デ
ー
タ
を
捏
造
・
改
蹴
）
。

十
月
（
日
付
不
明
）
自
衛
隊
病
院
医
師
が
症
例
を
改
蹴
。

十
二
月
二
十
一
日
阪
大
、
S
教
授
を
懲
戒
解
雇
。

二
月
二
十
七
日
東
大
、

T
教
授
と
助
手
と
を
懲
戒
解
雇
。

こ
の
例
の
す
べ
て
は
理
系
で
あ
る
。
文
系
に
も
同
様
の
こ
と
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
な
か
な
か
表
に
は
出
て
こ
な
い
。
し
か

し
、
時
々
あ
る
。
す
こ
し
古
い
が
、
平
成
十
四
年
六
月
三
十
日
付

毎
日
新
聞
は
、
山
本
博
文
•
東
大
教
授
が
日
本
経
済
新
聞
に
連
載

の
「
家
族
む
か
し
も
い
ま
も
」
に
お
い
て
、
成
松
佐
恵
子
『
庄
屋

日
記
に
み
る
江
戸
の
世
相
と
暮
ら
し
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
か
ら

八
月

八
月

八
日

四
日

七
月
二
十
九
日

六
月
二
十
五
日

盗
用
し
た
こ
と
で
謝
罪
文
を
掲
載
し
た
。
文
学
作
品
に
至
っ
て
は

数
知
れ
ず
。
最
近
、
栗
原
裕
一
郎
『
〈
盗
作
〉
の
文
学
史
』
（
新
曜

社
・
ニ

0
0
八
年
六
月
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
四
七

0
頁
余
の
文
字

ど
お
り
の
巨
冊
で
盗
作
例
が
満
載
さ
れ
て
お
り
、
驚
い
た
。
文
学

の
世
界
で
は
な
ん
で
も
あ
り
の
盗
作
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
研
究
費
獲
得
の
た
め
と
か
、
パ
ソ

コ
ン
の
安
易
な
利
用
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
確
か
に
そ
う
い
う
面
が
あ
る
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
根
本
的
に
は
、
他
者
の
才
能
や
努
力
に
対
す
る
敬
意

と
い
う
素
朴
な
道
徳
の
問
題
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
が
欠
け
て
い

て
は
、
ど
の
よ
う
な
規
制
を
か
け
て
も
、
必
ず
そ
れ
を
潜
り
抜
け

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

他
者
の
才
能
や
努
力
に
対
し
て
真
に
敬
意
が
あ
る
の
な
ら
ば
、

そ
の
人
の
名
を
出
し
、
そ
の
業
績
を
引
用
す
る
の
は
当
然
で
は
な

い
か
。
そ
し
て
、
そ
の
人
の
仕
事
を
元
に
し
て
自
分
の
仕
事
を
作

っ
て
ゆ
く
の
が
、
研
究
者
の
心
構
え
の
第
一
歩
で
は
な
い
の
か
。

そ
う
し
た
心
構
え
な
く
し
て
研
究
者
面
を
す
る
連
中
を
、
私
は

な
に
よ
り
も
人
間
と
し
て
軽
蔑
し
て
い
る
。

研
究
者
と
し
て
の
道
徳
ー
|
'
こ
れ
な
く
し
て
研
究
者
と
し
て
世

に
立
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
盗
作
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
号
に
お
い
て
さ
ら
に
論
じ
る

こ
と
に
す
る
。
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（
二
）
大
学
院
拡
大
の
虚
実

前
前
号
の
本
ノ
ー
ト
〔
八
〕
に
お
い
て
、
佐
藤
将
之
氏
に
答
え

る
形
で
、
研
究
者
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
化
と
い
う
問
題
に
つ
い
て

書
い
た
。

そ
の
後
、
『
名
古
屋
大
学
中
国
哲
学
論
集
』
（
第
七
号
、
二

0
0

八
年
三
月
刊
）
を
得
た
と
こ
ろ
、
同
号
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〈
日
本

の
中
国
哲
学
思
想
研
究
：
現
状
と
展
望
〉
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
中
に
、
佐
藤
氏
の
「
国
際
化
時
代
に
お
け
る
日
本
の
中
国
思

想
研
究
と
若
手
研
究
者
の
生
き
残
り
戦
略
」
と
題
す
る
文
章
が
あ

る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
二

0
0
六
年
八
月
一
日
に
名
古
屋
大

学
に
お
い
て
行
わ
れ
た
が
、
約
一
年
半
遅
れ
て
記
録
化
さ
れ
た
。

佐
藤
氏
は
、
こ
の
間
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
述
べ
た
こ
と
に
基

づ
き
、
「
職
業
と
し
て
の
中
国
思
想
研
究
|
|
『
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
』

化
す
る
若
手
研
究
者
」
（
本
誌
第
四
十
三
号
、
二

0
0七
年
）
を
書

き
、
そ
れ
を
私
が
読
ん
で
本
ノ
ー
ト
〔
八
〕
に
至
っ
た
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。

こ
の
経
緯
は
と
も
か
く
、
「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
化
す
る
若
手
研
究

者
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
私
の
考
え
る
と
こ
ろ
を
前
考
に
引

き
続
い
て
述
べ
た
い
。

〈
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
化
す
る
若
手
研
究
者
〉
が
生
じ
た
理
由
を
、

文
部
省
の
大
学
院
拡
大
化
す
な
わ
ち
大
学
院
課
程
修
了
者
の
大
量

生
産
と
い
う
失
政
に
あ
る
と
す
る
人
が
多
い
が
、
私
は
そ
こ
に
か

な
り
の
誤
解
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
今
回
は
こ
の
点
に
つ
い
て
論

じ
た
い
。

結
論
的
に
言
え
ば
、
文
科
省
の
失
敗
は
、
大
学
院
の
拡
大
で
は

な
く
て
、
小
講
座
制
を
つ
ぶ
し
た
こ
と
に
あ
る
の
だ
。

小
講
座
制
と
は
、
或
る
専
攻
（
例
え
ば
中
国
哲
学
）
に
つ
い
て
、

教
授
一
、
助
教
授
一
、
助
手
一
、
と
い
う
定
員
を
配
置
す
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
こ
の
三
人
の
定
員
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
を
完
全
講

座
と
言
い
、
そ
ろ
っ
て
い
な
い
も
の
（
例
え
ば
、
教
授
一
の
み
）

を
不
完
全
講
座
と
言
う
。
し
か
し
、
完
全
講
座
に
な
る
よ
う
に
そ

の
学
部
は
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
す
る
。

例
え
ば
、
英
米
文
学
講
座
が
あ
る
と
す
る
。
仮
に
教
授
一
、
助

教
授
二
、
助
手
一
、
と
い
う
定
員
で
あ
る
と
す
る
と
、
合
意
の
上
、

英
文
学
講
座
（
教
授
一
、
助
教
授
一
）
、
米
文
学
講
座
（
助
教
授
一
、

助
手
一
）
と
の
二
講
座
（
と
も
に
小
講
座
）
に
す
る
。
ど
ち
ら
も

不
完
全
講
座
に
な
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
て
英
文
学
は
助
手

一
を
、
米
文
学
は
教
授
一
を
補
な
お
う
と
す
る
。
完
全
講
座
を
め

ざ
し
て
。
も
ち
ろ
ん
、
な
か
な
か
そ
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
な
い
が
。

こ
う
し
た
小
講
座
制
が
旧
制
大
学
文
学
部
の
基
本
的
シ
ス
テ
ム

で
あ
っ
た
。
中
国
哲
学
の
場
合
、
い
わ
ゆ
る
旧
帝
大
系
大
学
文
学

部
や
、
広
島
大
学
文
学
部
が
そ
の
例
で
あ
っ
た
。
筑
波
大
は
複
雑
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な
の
で
暫
時
省
く
。

と
こ
ろ
が
、
旧
帝
大
系
以
外
の
国
立
大
学
文
系
は
、
諸
専
門
学

校
等
を
基
に
し
て
作
っ
た
た
め
、
講
座
制
で
は
な
く
て
、
教
科
制

と
な
っ
た
。

教
科
制
と
は
、
例
え
ば
教
育
大
学
の
場
合
、
国
語
科
と
い
う
教

科
に
教
員
を
集
め
、
教
授
二
、
助
教
授
二
、
助
手
な
し
、
と
い
っ

た
構
成
を
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
制
度
的
に
は
教
科
制
で

は
あ
る
の
だ
が
、
講
座
制
を
ま
ね
て
、
講
座
制
風
の
教
員
構
成
と

な
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
文
部
省
は
小
講
座
を
廃
し
て
大
講
座
制
へ
の
移
行

を
画
策
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
中
国
哲
学
の
場
合
、
隣
の
イ

ン
ド
哲
学
と
組
ん
で
東
洋
思
想
専
攻
と
し
、
従
来
の
中
国
哲
学
の

教
授
一
、
助
教
授
一
、
助
手
一
、
そ
し
て
イ
ン
ド
哲
学
の
教
授
一
、

助
教
授
一
と
を
合
併
し
て
教
授
二
、
助
教
授
二
、
助
手
一
と
い
う

大
講
座
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
学
問
分
野
が
種
々
変
動

す
る
理
系
向
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
時
の
必
要
に
よ
っ
て
、

大
講
座
の
中
で
新
分
野
の
研
究
者
を
採
用
で
き
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
結
果
、
メ
ン
バ
ー
構
成
は
、
時
と
場
合
と
に
よ
っ
て
、
教
授

二
、
助
教
授
一
は
イ
ン
ド
哲
学
、
助
教
授
一
、
助
手
一
は
中
国
哲

学
と
い
う
構
成
も
あ
り
う
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

東
洋
哲
学
と
い
う
専
攻
全
体
に
と
っ
て
必
要
な
人
員
を
定
員
に
適

宜
配
置
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
極
端
な
こ
と
は

常
識
的
に
言
っ
て
あ
り
え
な
い
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
時
と

場
合
と
に
よ
っ
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
の
展
開
が
あ
り
う
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
大
講
座
制
は
、
教
科
制
と
似
て
い
る
感
じ
は
あ
る
が
、
異

な
る
。
教
科
制
は
、
一
応
の
分
類
を
い
う
だ
け
で
あ
っ
て
講
座
制

の
よ
う
に
固
定
的
で
は
な
い
。
極
端
に
言
え
ば
、
例
え
ば
、
そ
の

学
部
全
体
と
し
て
教
授
二
十
、
助
教
授
二
十
六
、
助
手
七
、
計
五

十
三
名
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
適
宜
分
割
し
て
い
る

だ
け
で
あ
る
か
ら
、
い
ざ
と
な
れ
ば
元
に
も
ど
し
、
全
体
と
し
て

の
再
編
成
を
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
小
講
座
制
大
学
に
大
学
院
修
士
課
程
・
博
士
課
程

あ
る
い
は
博
士
課
程
前
期
・
後
期
が
置
か
れ
て
い
た
。
教
科
制
で

は
大
半
は
修
士
課
程
ま
で
。
と
こ
ろ
が
小
講
座
制
大
学
は
大
講
座

制
の
大
学
院
大
学
と
な
っ
た
の
で
、
必
然
的
に
博
士
課
程
を
荷
う

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
一
押
し
が
あ
っ
た
。
大
蔵
省
（
現
財
務
省
）
が
、
教
員
・

学
生
定
員
分
の
予
算
を
出
し
て
い
る
以
上
、
教
員
・
学
生
定
員
を

充
足
せ
よ
と
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
じ
め
は
教
員
の
定
員
充
足
で
あ
る
。
小
講
座
制
大
学
の

こ
ろ
は
、
定
員
が
教
授
一
、
助
教
授
一
、
助
手
一
の
完
全
講
座
で

あ
り
な
が
ら
、
助
教
授
を
空
席
に
し
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と

が
よ
く
あ
っ
た
。
そ
の
助
教
授
に
相
当
す
る
人
材
が
い
な
い
の
で
、
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定
員
は
あ
る
の
だ
が
空
席
に
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
行

わ
れ
て
い
て
ふ
つ
う
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
大
蔵
省
は
そ
れ
は
お
か
し
い
と
批
判
し
続
け

た
。
予
算
と
し
て
は
助
教
授
一
の
分
を
出
し
て
い
る
と
い
う
理
由

で
あ
る
。
確
か
に
そ
れ
は
理
屈
の
上
で
は
正
し
い
。
あ
り
て
い
に

言
え
ば
、
そ
の
空
席
の
助
教
授
一
に
対
し
て
つ
い
て
き
た
予
算
分

を
、
こ
と
ば
は
悪
い
が
、
学
部
全
体
用
に
流
用
し
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

し
か
し
、
大
学
側
は
、
相
当
す
る
助
教
授
を
探
し
て
も
、
そ
れ

に
相
当
す
る
人
材
が
い
な
い
の
で
空
席
に
し
て
当
り
ま
え
だ
と
言

い
、
大
蔵
省
に
対
抗
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
、
か
つ
て
の

大
学
は
大
蔵
な
に
す
る
者
ぞ
と
い
う
気
概
が
あ
っ
た
。

し
か
し
時
は
流
れ
、
今
や
予
算
至
上
主
義
と
な
っ
た
大
学
は
大

蔵
の
言
い
な
り
に
な
っ
て
し
ま
う
時
代
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、

大
学
院
大
学
に
な
る
と
、
教
員
の
空
席
は
許
さ
れ
ず
、
適
材
不
適

材
を
問
わ
ず
、
ど
ん
ど
ん
と
空
席
を
埋
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

同
じ
理
由
で
、
大
学
院
学
生
の
定
員
も
充
足
を
求
め
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

か
つ
て
は
、
修
士
課
程
の
学
生
定
員
が
仮
に
六
十
名
と
す
る
と
、

合
格
者
は
三
十
名
程
度
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
時
に
は
三
分
の
一
。

こ
れ
に
対
し
、
大
蔵
が
文
句
を
つ
け
た
。
大
学
院
大
学
は
そ
れ
に

屈
し
て
、
六
十
名
定
員
一
杯
を
入
学
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
こ
が
肝
要
。
小
講
座
制
大
学
が
小
講
座
制
を
解
体
し
て
大
講

座
制
の
大
学
院
大
学
に
な
っ
た
と
き
、
大
学
院
学
生
の
定
員
が
増

え
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
従
来
の
定
員
ど
お
り
で
あ
っ
た

（
理
系
は
増
え
た
が
）
。
た
だ
、
定
員
満
杯
に
入
学
さ
せ
た
の
で
数

が
増
え
、
あ
た
か
も
定
員
を
拡
大
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
た
の
で

あ
る
。た

だ
し
、
こ
れ
は
文
系
の
話
。
理
系
は
以
前
か
ら
定
員
満
杯
に

入
学
さ
せ
て
い
た
。
そ
れ
は
そ
う
で
あ
ろ
う
。
理
系
は
共
同
研
究

形
態
で
あ
る
か
ら
、
人
手
が
多
い
ほ
ど
効
率
が
よ
い
。
い
わ
ば
院

生
は
た
だ
ち
に
戦
力
と
し
て
迎
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
化
す
る
若
手
研
究
者
と
言
う
け
れ
ど
も
、
実

情
は
、
大
学
院
学
生
定
員
は
同
じ
で
、
小
講
座
制
時
代
は
自
主
規

制
し
て
少
な
く
入
学
さ
せ
、
大
学
院
大
学
は
規
程
ど
お
り
に
入
学

さ
せ
満
杯
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

で
は
、
そ
の
よ
う
な
変
化
が
起
っ
て
き
た
根
元
は
何
か
。

話
は
約
四
十
年
前
に
朔
る
。
い
わ
ゆ
る
大
学
紛
争
な
る
も
の
が

あ
っ
た
。
当
時
、
私
は
名
古
屋
大
学
助
教
授
だ
っ
た
。
こ
の
紛
争

自
体
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
述
べ
な
い
が
、
要
す
る
に
、
全
共
闘
と

称
す
る
大
学
へ
の
抵
抗
集
団
が
い
て
、
実
力
（
暴
力
）
行
使
を
通

じ
て
大
学
解
体
を
叫
ん
だ
。
そ
の
項
目
の
―
つ
に
、
〈
大
学
の
封
建

制
打
破
〉
が
あ
っ
た
。
そ
の
趣
旨
は
、
講
座
制
の
場
合
、
教
授
に
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大
学
は
共
同
体
的
で
な

権
力
が
あ
り
、
絶
対
的
で
あ
り
封
建
的
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
解

体
し
、
助
手
も
学
生
も
〈
民
主
的
に
研
究
室
運
営
に
参
加
さ
せ
ろ
〉

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

確
か
に
教
授
の
一
部
に
は
そ
う
い
う
者
も
い
た
。
医
学
部
な
ど

そ
の
典
型
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
こ
の
辺
の
話
は
、
今
は
紙
幅
が
な
い
の
で
、
ま
た
改
め

て
述
べ
る
こ
と
に
し
て
先
に
進
む
と
、
こ
う
し
た
要
求
の
中
で
、

講
座
制
大
学
が
し
だ
い
に
精
神
的
に
内
部
崩
壊
を
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
大
筋
の
結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、
講
座
制
大
学
に

あ
っ
た
共
同
体
性
が
大
学
紛
争
（
教
員
と
学
生
と
の
対
立
）
の
中

で
崩
壊
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
共
同
体
性
は
、
悪
く
働
け
ば
封
建
的
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

善
く
働
け
ば
団
結
と
な
る
。

善
い
よ
う
に
働
ら
く
と
き
、
教
授
は
共
同
体
の
柱
で
あ
る
か
ら
、

共
同
体
メ
ン
バ
ー
の
弟
子
は
自
分
の
子
と
同
じ
よ
う
に
思
い
、
そ

の
就
職
に
努
力
す
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
の
紛
争
の
民
主

化
運
動
の
中
で
、
共
同
体
性
が
否
定
さ
れ
て
い
っ
た
あ
と
、
教
員

と
学
生
と
の
関
係
は
し
だ
い
に
索
漠
と
し
た
冷
や
か
な
も
の
と
な

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
私
の
よ
う
に
保
守
的
で
、

く
て
は
成
り
立
た
な
い
と
思
っ
て
い
る
古
い
人
間
は
、
周
り
が
ど

の
よ
う
に
変
ろ
う
と
そ
れ
に
流
さ
れ
ず
、
共
同
体
の
指
導
者
と
し

て
、
弟
子
や
関
係
者
の
就
職
に
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
し
た
。
そ
れ

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
で
あ

っ
た
か
、
ま
た
そ
の
方
法
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
今
も
通
用
す
る

か
、
と
い
っ
た
こ
と
は
次
回
に
述
べ
た
い
と
思
う
。
今
号
で
は
、

巷
間
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
文
科
省
の
大
学
院

拡
大
に
よ
っ
て
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
若
手
研
究
者
が
生
れ
た
と
い
う

認
識
は
必
ず
し
も
当
を
得
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
か
っ

た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
内
部
的
に
は
、
大
学
紛
争
を
通
じ
て

小
講
座
制
の
共
同
体
性
が
精
神
的
に
崩
壊
し
て
ゆ
き
、
教
員
が
学

生
の
就
職
の
面
倒
を
見
な
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
、
外
面
的
に
は
、

大
学
が
大
学
院
大
学
化
を
図
る
こ
と
と
の
交
換
条
件
的
に
、
大
蔵

省
か
ら
学
生
の
定
員
充
足
を
強
制
さ
れ
、
学
生
の
能
力
の
有
無
を

問
わ
ず
、
定
員
満
杯
に
入
学
さ
せ
、
大
量
の
課
程
修
了
生
を
生
み

出
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
滑
稽
な
こ
と
に
、
大

学
院
大
学
に
な
る
と
予
算
が
増
え
る
と
い
う
期
待
は
は
ず
れ
（
文

科
省
に
だ
ま
さ
れ
）
、
予
算
は
増
え
る
ど
こ
ろ
か
、
い
つ
の
ま
に
や

ら
独
立
行
政
法
人
と
な
り
、
自
力
で
行
け
と
い
う
方
向
へ
と
な
っ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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